
　　

１０月２日（日） スカウトフェスタ＠子供の国
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班 ：生野、松田怜、石窪

昨年開催予定のスカウトフェスタが子供の国で実施されました。

テーマは「つながるつなげる今までもこれからも」、サブテーマは「SDG'sを知ろう」です。

朝、園内の平成記念館に川崎地区の11個団が集合。セレモニー後、プログラムがスター

トしました。53団の運営ブースのコンセプトは「安全な水を届けよう」。中央広場奥のふれ

あい学び館の芝生で実施しました。コップの水を時間内（2分間）にゴールの容器に届ける

ゲームです。単純なゲームですがビーバー、カブのうけは上々で皆大はしゃぎで遊んでい

ました。結果、なんと53団カブ隊2組が980㎖の水を運びカブ部門で1位の成績でした。

一方、ボーイ隊のプログラムはオリエンテーリング。17のチェックポイントを探し出し、スタ

ンプと記号をゲットし戻ってくるゲーム。結果、11時10分に平成記念館をスタートし2位に26

分差の断、断、断トツの1位（12時59分（1時間49分））で戻ってきたのが何と我が53団ハヤ

ブサ班でした。勝利のランタンを持ち、勝ち誇ったように53団のブースに凱旋。1位の知ら

せを聞いたリーダーはびっくり仰天でした。奮闘ぶりは彼らの汗びっしょりの制服と安達上

班の撮影写真から想像できました😍（入念に作戦を立てて出発したと後で聞きました。）
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年間テーマ：輝け!! 柿生大銀河
“ Become a shining Star ”

１０月のテーマ ： 【木星 】

１０月９日（日） 麻生区民まつり＠新百合ヶ丘
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班 ：石窪、松田怜、宮崎

今年40周年になる麻生区民まつりが開催されました。記録を確認しところ、何と2018年

から4年ぶりの開催です。パレードの規模は縮小されましたが川崎消防局の「REDWINGS」

をはじめ53団を含む16の団体が参加しました。BS隊はプラカード持ちの奉仕。わずか

250m程の距離をゆっくりと行進しました。沿道には岡上や万福寺などの太鼓がパレードを

盛り上げていました。パレードの後は「おもちゃ釣り」の運営（奉仕）を43団と実施しました。

うまい棒などのお菓子をおもちゃの釣り竿で釣るゲームです。順番の仕切り、消毒、ルー

ルの説明やお菓子の補充など子供たちの面倒を見ていました。出店エリアのボーイスカウ

トコーナーは、43団と共同で「飾りひも」の指導、子供たちに好評のようでした。53団保護者

部会のコーナーの「スーパーボールすくい」や「おもちゃくじ」も盛況でした。お疲れ様でした。



【 １１月の活動予定】

年間テーマ ： 輝け!! 柿生大銀河 ～ Become a shining Star ～

月間テーマ ： - 土星 - 当番班 ： ハヤブサ班

１１月 ６日（日） ：ハイキング＠座間

１１月１３日（日） ：収穫祭＠団ハウス

１１月１９、２０日（土、日） ：オーバーナイトハイク＠XXXX

１０月１６日（日） ユニセフ募金&プラごみバスターズ＠柿生、新百合ヶ丘
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班 ：石窪、松田怜、宮崎

柿生、新百合ヶ丘に分かれてユニセフ募金を実施しました。ビーバー、カブスカウトが中

心に大きな声で呼びかけた結果、沢山の善意が集まりました。

1時間程度の募金の後、団ハウスまでゴミ拾いを実施。缶が少なくなったからか？「カント

リー大作戦」から「プラごみバスターズ」に名を変えましたが結局は今までと同じ清掃活動

です。年々ごみは少なくなっていましたが、今年は思ったより多くのごみがありました。

午後からは各人のスキルアップをし解散しました。

１０月２２、２３日（土、日） 訓練キャンプ＠団ハウス
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班 ：生野、石窪、松田怜、宮崎

夏キャン以来、久しぶりのキャンプを実施しました。設営後は夕食準備。本日は定番の

「シャケのホイル焼き」。玉ねぎ、しゃけ、ニンジン、エノキやシメジにバターをのせ、アルミ

ホイルで包んで焼くだけの簡単な料理ですがポン酢で食べると最高です。そしてデザート

は差し入れのマシュマロを焼いて食べました。スカウトにとっては別腹なのです。

本キャンプの目的は2級章の「スカウト技能」（地図関係）の習得です。夜のセッションは

11月に実施予定のオーバーナイトハイク用の1/25，000地形図に座標、磁北線を記入し、

地図記号やコンパスを用いた使い方を習得しました。

朝食は、寒い朝に温かいうどん。これも最高！

スカウツオウンを行い、ミニハイキングに出かけました。目的地は地図に示された三角点。

それはむじなが池近くの鉄塔の脇にありました。反対側から登れば何てことないのに急な

崖を登り「あった、ありました」と大、大、大発見。 団ハウスに戻り、撤収後解散しました。


